






要約:肝型糖原病の長期予後を改善するためには,現時点では食事療法が最も重要とされて

いる。しかし,我が国では肝型糖原病に対する管理基準は設定されておらず,その予後につ

いても不明な点が多いので,本年度は長期に追跡している自験例 7 例を対象としてその経

過を分析し,肝型糖原病の管理における問題点を検討した。本症の身体発育の改善には,早

期診断と病型に適した治療を長期に亘って持続させることが最も重要であり,家族,教師な

どの協力が必要と結論された。


